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論 文
マルクスの生産的労働論について
谷 友
?
1 A. スミスの「二つの規定」
マルクスの『資本論」のなかには，生産的労働の概念について，一見すると
まった＜矛盾しているようにみえる発言がみいだされる。 1)そこでこの発言に
かんれんしてマルクス経済学者たちのあいだに二つの異った見解があらわれて
きたが，それらの見解が対立している主要な問題はいわゆるサービス労働を生
産的とみるかどうかにかかわるものである。こういう問題をふくめてマルクス
の本来の生産的労働の概念についてはのちにくわしく考察するつもりである
が，そのまえにわれわれはかれが『剰余価値学説史』第4章「生産的および不
生産的労働にかんする諸学説」のなかで A.スミスの生産的労働の「二つの規
定」についてのべている論評をあらまし検討しておくこととする。このことは
かれじしんの生産的労働の概念をただしく理解することにやくだつであろう。
まず第 1の規定についてみる。 マルクスは「生産的労働のスミスの理解にお
ける二面性」について論ずるにあたりさいしょにスミスのつぎのような文章を
引用している。「労働には， それが加えられる対象の価値を高める種類のもの
と，このような効果を少しももたない別の種類のものとがある。前者は，ある
..... ......... 
価値を生産するのだから，生産的労働とよび，後者は，不生産的労働とよぶこ
とができよう。したがって，製造工の労働は，一般に，かれが加工する材料の
1) Vgl. Karl Marx, Das Kapital, l.Bd. Marx-Engels Werke, Bd、23;s. 531-53'2: 
「マルクス＝エンゲルス全集』 （大月書店）第23巻，・659-660ペー ジ。・
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価値に，かれじしんの生活維持費の価値とかれの親方の利潤をつけくわえる。
これに反し，召使の労働は，どのような価値もつけくわえない。製造工は，か
れの賃金を親方から前貸してもらったのだけれども， こうした賃金の価値は一
般にかれの労働が投下された対象の価値の増大のうちに利潤とともに回収され
るのだから， じっさいには，かれは親方に少しの費用もかけない。しかし，召
使の生活維持費はけっして回収されない。ひとは，多数の製造工を雇うことに
よって富み，多数の召使を維持することによって貧しくなる。」 2)
そしてこの文章についてマルクスは以下のように論評している。「この個所
で…••• 生産的労働といっているのは， 主として，またとくに，『かれ』（労働
者）『じしんの生活維持費』 の価値の再生産のほかに， ある剰余価値ー「そ
の親方の利潤』一~をも生産する労働のことである。」 a) ここでは 「生産的労
働は，資本主義的生産の立場から規定されており，
を概念的に論じつくし， その本質をついている，
A. スミスは事柄そのもの
ーかれが生産的労働を，
直接に資本と交換される労働として規定していること，換言すれば， この交換
によってはじめて労働の生産条件や貨幣であれ商品であれ価値一般が資本に
（そして労働は科学的意味における賃労働に）転化するとしていること， これ
こそは，かれの最大の科学的功績のひとつである。」「これによってまた，なに
が不生産的労働であるかも絶対的に確定されている。それは，資本とではなく
て，直接に収入と，つまり，賃金または利潤と（もちろん，利子や地代のよう
な，資本家の利潤の分前にあずかるいろいろな項目とも）交換される労働であ
る。」 4)
以上のなかに第 1の規定がしめされているが，要するに，生産的労働は資本
と交換される労働であり，不生産的労働は収入と交換される労働であるという
2) Marx, T. 加orienUber den Mehrwert, 1. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 1. 
Teil, S. 125. 邦訳，第26巻，・第1分冊， 165ペー ジ。
3) Ebenda, S. 126. 邦訳，同上， 165ペー ジ。
4) Ebenda, S. 127. 邦訳，同上， 167ペー ジ。
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とてろで， 「この規定がとりだされるのは，労働の素材的規
（労働生産物の性質からでもなければ，また具体的労働として
の労働の規定性からでもなく），労働が実現される一定の社会的形態，社会的
生産関係，からである。」 5)6)つまり，資本主義的生産関係からである。
つぎに第2の規定にうつろう。マルクスはまずスミスのつぎのような文章を
引用している。 「手工業者， 製造業者および商人を召使と同一視するのはまっ
...... 
たく不適当であるようにおもわれる。召使の労働は，かれらを扶養し雇用する
. . . . . . . . . . .  . . . . . . . . . ....... . 
ファンドの存在を継続させない。かれらの扶養と雇用は，まったく主人たちの
................ 
費用であり，かれらが遂行する仕事は，その費用を払いもどす性質のものでは
.................. 
ない。その仕事は，一般にかれらがそれを遂行したその瞬間に消えさるような
. . . . . . ...................... . 
サービスであり，かれらの賃金と生活維持費の価値を回収しうるような，なに
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
か販売しうる商品にそれじしんを固定したり実現したりするものではない。こ
れに反し，手工業者，製造業者および商人の労働は，とうぜんなにかこのよう
...... 
な販売しうる商品にそれじしんを固定し実現する。こうした理由から，わた＜
しは，……手工業者，製造業者および商人を生産的労働者のなかにいれ，召使
を不妍的あるいは不生産的労働者のなかにいれて分類したのである。」 7)
この文章についてはマルクスは以下のように論評している。「資本が生産全
体を征服すると， そのときには，収入は，一般に労働と交換されるかぎりで
...... 
は，商品を生産する労働と直接に交換されるのではなく，単なるサービス提供
と交換されるようになる。収入のうち一部は，使用価値としてやくだつべき商
品と交換され，一部は，ザ_:_とえ，すなわちそれじたい使用価値として消費さ
5) Ebenda, S. 127. 邦訳，同上， 167ペー ジ。
6)このことの実例をあげてマルクスはこう書いている。「一般のホテルの料理人や給仕
は，かれらの労働がホテル所有者のための資本に転化されるかぎりでは，生産的労働
者である。これとおなじ人も，わたくしがかれのサービスで資本をつくるのではなく
それに収入を支出するかぎりでは，召使として不生産労働者なのである。「(Ebenda,
s. 129. 邦訳，同上， 169ページ。）
7) Ebenda, S. 133. 邦訳，同上， 175ペー ジ。
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れるサービス提供と交換されるのである。商品—労働能力そのものと区別さ
れた—ーは，人間に素材的に相対している物であって，人間にとっての特定の
有用性をもち，一定量の労働がそれに固定され物質化されている物である。こ
うしてわれわれは， すでに第1の規定に事実上ふくまれている規定に到達す
る。すなわち，生産的労働というのは，その労働が商品を生産する労働のこと
である。」そして「生産的労働者は， 商品を生産することによって，かれが賃
金の形態でたえず消費する可変資本をたえず再生産する。かれは，かれに支払
われるファンド，すなわち『かれを扶養し雇用する』ファンドをたえず生産す
るのである。」8)そういうわけで，「『生産的労働』と『不生産的労働』にかんす
るスミスの第2 の••…•見解は，けっきょくのところ，前者は商品を生産する労
働であり，後者は「商品を生産しない』労働であるということになる。」 9)10)
これが第 2の規定であるが，われわれはそれにかんれんしてひとつの重要な
問題にふれておかなければならない。この問題はすでに上記の文章のなかにあ
らわれているのであるが，ここであらためてそれの所在をあきらかにしておこ
う。マルクスによれば，「商品という概念は，労働がその生産物に物体化され，
物質化され，実現されているということをふくんでいる。労働そのものは，そ
の應接的定在すなわちその生きた存在においては，直接に商品としてとらえる
ことはできない。 〔直接に商品としてとらえられうるのは〕労働能力だけであ
り，その一時的な発現が労働そのものなのである。」だから 「商品世界は，っ
ぎのような二つの大きな部類にわかれる。一方の側には労働能力，他方の側に
は商品そのもの。」，したがって「生産的労働とは，商品を生産するような労働，
8) Ebenda, S. 133-134. 邦訳，同上， 176ペー ジ。
9)・Ebenda, S. 141. 邦訳，同上， 185ぺ＇ージ。
10)ここの「『商品を生産しない」労働」のなかにはとうぜん商業労働もふくまれなけれ
ばならない。しかしマルクスはスミスの「二つの規定」についての論評では商業労働
の問題にふれていない。さきの引用文ではスミスは手工業者や製造業者とともに商人
を生産的労働者とよんでいるが， マルクスはこれについてどんな評言ものべていな
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したとすれば，かれらは，医師や教師などのサービスをより少ししか買えなく
なるであろう。もしかれらが両者にたいしておなじ支出をつづけることを余儀
なくされたとすれば，かれらはほかの物の消費を制限しなければならないであ
ろう。したがって，医師や教師の労働は，それからかれらが支払をうけるとこ
ろのフォンドを直接につくりだすものでないことはあきらかである。」 12)
ここには「商品を生産するような労働」と「労働能力そのものを直接に生産
し，形成し，発展させ， 維持し，再生産するような労働」との根本的な相違
が，後者に属する教師や医師のサービス労働についての実例によって説明され
ている。要するに，教師や医師のサービス労働は物質的生産物を直接に生産し
ないのである。だから，物質的生産の立場からすれば，かれらのサービス労働
は不生産的労働であるといわなければならない。そしてこれとおなじことは他
のサービス労働についてもいえるのである。18)
こうしてけっきょく「生産的労働は，商品，すなわちその生産に一定量の労
働または労働時間を費やした物質的生産物を生産するような労働に帰着する」
14) O?である。しかしこういう規定は資本主義的生産過程については不十分で
ある。その商品（物質的生産物）は資本主義的に生産される商品でなければなら
ない。このように第 1の規定と第2の規定との統一ということが問題となるの
である。
2 生産的労働の概念
これからわれわれはマルクスの生産的労働の概念について考察することとす
12) Ebenda, S. 137-138. 邦訳，同上， 180-181ペー ジ。
13)マルクスは後段でこうのべている。「生産的労働とは商品を生産する労働であり，不
生産的労働とは個人的サービスを生産する労働である。前者の労働は売ることのでき
る物にあらわされ，後者の労働は，それがおこなわれているあいだに消費されなけれ
ばならない。」 (Ebenda,s. 143. 邦訳，同上， 188ページ。）ここでは不生産的労働と
して一般のサービス労働があげられている。
14) Ebenda, S. 142. 邦訳，同上， 187ペー ジ。
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る。かれは「資本論』第 1部第3篇「絶対的剰余価値の生産」第 5章「労働過
程と価値増殖過程」第 1節「労働過程」のなかで「人間と自然とのあいだの一
過程」としての労働過程の単純な諸契機についてくわしく説明しているが，最
後にこれを要約して，つぎのように書いている。一一
「労働過程では人間の活動が労働手段によって労働対象の前もって意図され
た変化をひきおこすのである。この過程は生産物で消滅する。その生産物はあ
る使用価値であり，形態変化によって人間の欲望に適合するようにされた自然
素材である。労働はその対象と結びつけられた。労働は対象化されており，対
象は労働を加えられている。労働者の側に不静止の形態であらわれたものが，
いまでは静止した性質として，存在の形態で，生産物の側にあらわれている。
労働者は紡いだのであり，生産物は紡がれたものである。
「この全過程をその結果である生産物の立場からみれば，二つのもの，労働
手段と労働対象とは生産手段としてあらわれ，労働そのものは生産的労働とし
てあらわれる。」 16)
ここでマルクスは労働過程における生産物はある使用価値であるとのべてい
るが，くわしくいえば，生産物とは物質的生産物のことであり，したがって，
使用価値とは物質的使用価値のことである。だから，こういう生産物をみずか
ら生産する労働が生産的労働としてあらわれるのである。これは単純な労働過
程の立場からの生産的労働の本源的規定であって， 「どんな特定の社会的形態
にもかかわりなく考察され」 18)うるものである。 しかしその規定は資本主義
的生産過程についてはけっして十分なものではないのである。 17)
そこでわれわれはマルクスが資本主義的生産過程における生産的労働の概
念をどんなに規定しているかについてみることとしよう。かれは第 2節「価値
増殖過程」のなかでつぎのように論じている。資本家は，第 1に， 「交換価値
15) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 195-196. 邦訳，第
23巻， 237-238ペー ジ。
16) Ebenda, S. 192. 邦訳，同上， 233ペー ジ。
17) Ebenda, S. 196 Fussnote. 邦訳，同上， 238ペー ジ，注7。
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をもっている使用価値」すなわち商品を生産しようとし，第2に，「じぶんの
生産する商品の価値」が「その生産のために必要な諸商品の価値総額」すなわ
ち「手産手段と労働力との価値総額」よりも大きいことを欲する。「かれはた
だ使用価値だけではなく商品を，ただ使用価値だけではなく価値を，そしてた
だ価値だけではなく剰余価値を生産しようとするのである。」 18)そこで，資本
主義的生産過程は，ただ商品の生産過程として「労働過程と価値形成過程との
統一」であるだけでなく，さらに商品生産の資本主義的形態として「労働過程
と価値増殖過程との統一」でもあるとされる。 19)ぃいかえれば， それは物質
的生産物（物質的使用価値）の生産過程と剰余価値の生産過程との統一にほかな
らない。したがって，生産的労働は，物質的生産物（物質的使用価値）を生産す
るとともに剰余価値を生産する労働であるということになる。 20)
これが， マルクスの，資本主義的生産過程における生産的労働の概念であ
る。ところで，その概念が物質的生産の立場からの規定をふくんでいることは
あきらかであるが，、このことにかんれんしてさらにかれのいくつかの重要な議
18) Ebenda, S. 201. 邦訳，同上， 244-245ペー ジ。
19) Vgl. ebenda, S. 211. 邦訳，同上， 258ペー ジ。
20)この定義にかんしてマルクスのつぎの文章を引用しておく。「だが，それでは，労働者
を使用せず， したがって資本家としてはなにも生産しない独立の手工業者または農民
のばあいは，事情はどうか。ひとつには，農民のばあいにはつねにそうヽ＇であるように
（しかし，たとえば， わたくしが自宅に呼ぶ庭師のばあいは異なるが）， かれらは商
品生産者である。そしてわたくしはかれらから商品を買うのであって，．そのばあい，＇
たとえば，手工業者は注文生産するのに農民のほうはかれの資力の程度におうじてそ
れを供給するということによっては，なんの変化も生じない；この関係においては，
かれらはわたくしにたいし労働の売手としてではなく商品の売手として相対するので
あり，＇したがって，この関係は，資本と労働との交換とはなんの関係もなく， したが..... 
ってまた生産的労働と不生産的労働との区別とも無関係なのである。……それゆえ
に，かれらは，商品の生産者であるとはいえ，生産的労働者の範疇にも，不生産的労
働者の範瞬にも属しない。しかしかれらの生産は資本主義的生産様式のもとに包摂さ
れていないのである。」 (Marx,Theorien, 1. Tei!. Ma心邸gelsWerke, Bd. 泌，
1. Tei!, S. 382-383. 邦訳，第26巻，第1分冊，， 518ペ..:.ジ砂
90 
マルクスの生産的労働論について（三谷） 179 
論が考慮にいれられなければならない。そしてそれらの議論においてはかれの
社会的生産過程または社会的再生産過程の立場からの考察が注目される。
さて，・われわれは，マルクスの生産的労働の概念の本源的規定そのものにか
んれんがある議論をまずとりあげよう。前述のように，その本源的規定は単純
な労働過程の立場からの規定にほかならないが，マルクスは「資本論」第 5篇
「絶対的および相対的剰余価値の生産」第14章「絶対的および相対的剰余価
値」の冒頭で「労働過程そのものの協業的な性格につれて，必然的に，生産的
労働の概念も•••…拡張される」21) ということについて論じている。しかし「剰
余価値学説史」のなかにはおなじことをいっそう具体的に論じているかれの文
章があるから，ここにはこれを引用する。すなわち， 「物質的生産の総過程と
いう視角からみた生産的労働の問題」を論ずるさいにかれはこうのぺている。
「多数の労働者がおなじ商品の生産においていっしょに労働する独自な資本
主義的生産様式の発展とともに，かれらの労働が直接に生産の対象にたいして
もつ関係は，とうぜんひじょうに異ならざるをえない。たとえば，••…•工場内
での手伝い人の労働は，原料の加工とは直接になんの関係ももたない。直接に
この加工にたずさわっている労働者にたいする監督者である労働者は，さらに
もう一歩はなれている。技師はまた別の関係にあり，主としてじぶんの頭だけ
で労働する，等々。しかし，…•••これらの労働者の全体は，一~単なる労働過
•-..... 程の結果だけを考察すれば—商品または物質的生産物となってあらわれると
ころの結果を生産するのである。…•••
「いろいろな労働を，したがってまた頭脳労働と手労働ー一または，そのど
ちらかがまさっている労働ーーを分離して，いろいろな人たちに配分すること
は，まさに資本主義的生産様式の独自性である。だが，そのことは，物質的生
21) Marx, Das Kapital, 1. Bd. MarかEngelsWerke, Bd. 23, S. 531. ・'邦訳，第23
巻， 660ペー ジ。
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産物がこれらの人々の共同生産物であること，またはかれらの共同生産物は物
質的富に対象化されていることを，さまたげるものではない。他面，そのこと
は，これらの人々の各個の関係が資本にたいする賃金労働者の関係であり，ま
たこのすぐれた意味において生産的労働者の関係であることを，おなじように
さまたげるものではなく，またはこれをけっして変えたりするものではない。
これらすぺての人々は，直接に物質的富の生産に従事させられているだけでな
く，かれらは，その労働を直接に資本としての貨幣と交換するのであり，した
がってかれらの賃金のほかに資本家のための剰余価値をも直接に再生産するの
である。かれらの労働は支払労働プラス不払剰余労働からなっている。」 22)
これによれば，工場内の監督者，技師などの労働は物質的な共同生産物を生
産するとともに剰余価値を生産するものであるから，生産的労働であるという
ことになる。ただし，監督労働というばあい，それが労働者と資本家との対立
から生ずる独自な機能ももっていることをわすれてはならない。 23)
なお，われわれは，マルクスの運輸労働や保管労働にかんする議論にもふれ
ておかなければならない。かれはこれらの労働を生産的労働とかんがえる。そ
れは「補足的な，流通過程のなかで加わってくる生産過程」 24) において必要
な労働であるからである。ところで，まず運輸労働にかんする議論についてみ
る。マルクスは「資本論」第2部第 1篇第6章「流通費」第 3節「運輸費」の
なかで運輸労働が生産的であることについてかなりくわしく論じているが，
「剰余価値学説史』のなかにその要点だけをのべた文章がみいだされる。ここ
には後者を引用すると，かれは「物質的生産の一部門としての運輸業」につい
て論ずるにあたり，採取業，農業および製造業のほかに「第4の物質的生産部
22) Marx, Theorien, 1. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 1. Teil, S. 386-387. 邦訳，
第26巻，第 1分冊， 523-524ペー ジ。
23) V gl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. MarかEngelsWerke, Bd. 25, S. 397. 邦訳，第
25巻， 481ペー ジ。
24) Ebenda, S. 299. 邦訳，同上， 361ペー ジ。
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面」が存在するとのべたのちに，つぎのように書いている。一一
「この部面というのは運輸業であり，これは人間を輸送するか商品を輸送す
るかである。資本にたいする生産的労働すなわち賃金労働者の関係は，ここで
も，物質的生産の他の諸部面におけるとまったくおなじである。ここではさら
に労働対象に物質的変化ー一空間的，場所的変化ーーカ5ひきおこされる。人間
の輸送にかんしては，この変化は，企業者によってかれらに提供されるサービ
えとしてのみあらわれる。しかし，このザ:....し女の買手と売手との関係は，糸
の売手と買手との関係とおなじように，資本にたいする生産的労働者の関係と
はなんのかかわりもない。
「これに反し，商品にかんする過程を考察してみると，このばあいにはたし
かに労働過程において商品たる労働対象についてある変化がおこる。その場所
的定在が変えられ，それとともにその使用価値にある変化が生ずる。この使用
価値の場所的定在が変えられるから。その交換価値は，その使用価値のこうし
た変化が労働を必要とする程度におうじて増大するが，その労働の量は，一部
には，不変資本の損耗ー―—つまりその商品にはいってゆく対象化された労働の
量—ーによって規定され，一部には，他のすべての商品の価値増殖過程におけ
るとおなじように，生きた労働の量によって規定されている。」 25)
それゆえに，商品（物質的生産物）の輸送についてはつぎのようにいうこと
ができる。 「運輸業に投ぜられた生産資本は，一部は運輸手段からの価値移転
によって，一部は運輸労働による価値付加によって，輸送される生産物に価値
をつけくわえるのである。このような，運輸労働による価値付加は，すべての
資本主義的生産でそうであるように，労賃の補填と剰余労働とにわかれるので
ある。」 26)こうしてあきらかにそういぅ運輸労働は生産的労働である。ただし
25) Marx, Theorien, 1. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. _26, 1. Teil, S. 387-388. 邦訳．
第26巻，第1分冊，・524-525ペー ジ。
26) Marx, Das Kapital, 2. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 24, S. 151. 邦訳，第24巻，
183ペー ジ。
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人間の輸送にかんしてはつぎのことを付言しておかなければならない。たとえ
ば，観光客の輸送のようなばあいには，運輸労働者は賃金労働者であるけれど
も，その輸送サービスは物質的生産過程に属するものとみなすことはできない
であろう。
つぎにマルクスの保管労働にかんする議論にうつろう。かれは「資本論」第
2部第 1篇第6章「流通費」第2節「保管費」のなかで「在庫形成一般」と
「本来の商品在庫」という項目についていろいろくわしく論じているが，ここ
には，かれが商品流通の一定の条件のもとに保管労働が生産的であることをし
めしているつぎのような文章だけを引用しておく。一―-
「社会的にみれば，商品が生産的または個人的消費にはいってしまわないか
ぎり，あいかわらず資本の一部分は商品在庫の形態にあるわけである。生産者
じしんも，生産によって直接に左右されることなく，ある恒常的な範囲の顧客
を確保しておくために，．じぶんの平均需要にそうおうする在庫高を保持してい
ようとする。生産期間に対応して買入れの時期が形成されるのであって，商品
は同種の新品で補充することができるようになるまで長短の期間にわたって在
庫を形成するのである。ただこのような在庫形成によってのみ，流通過程の，
したがってまた流通過程を包括する再生産過程の，恒常性と連続性とが確保さ
れているのである。」 2'1)
「商品在庫が商品流通の条件であり，しかも商品流通のなかで必然的に発生
した形態でさえもあるかぎりで， つまり，ちょうど貨幣準備の形成が貨幣流通
の条件であるように，この外観上の停滞が流動そのものの形態であるかぎりで
—ただそのかぎりでのみこの停滞は正常なのである。これに反して，流通の
貯水池に滞留している諸商品が，あとから追いかけてくる生産の波に場所をあ
けないために，この貯水池があふれるようになれば，そのばあいには流通停滞
の結果として商品在庫が膨脹するのであって，ちょうど貨幣流通が停滞すれば
27) Ebenda, S. 148. 邦訳，同上， 18,0ペー ジ。
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蓄蔵貨幣が増大するようなものである。そのさい，この停滞が産業資本家の倉
庫で生じようと商人の倉庫で生じようと，それは問題ではない。このばあいに
は商品在庫はたえまない販売の条件ではなくて商品が売れないことの結果なの
である。費用がかかることは変わらないが，しかし，こんどはこの費用が純粋
に形態から生ずるのだから，すなわち商品を貨幣に転化させる必要とこの変態
の困難とから生ずるのだから，それは商品の価値にはいらないで，そこからの
控除をなすのであり，価値の実現にさいしての価値損失をなすのである。」 28)
このばあいに商品在庫が正常であるという条件に注意しなければならない。
この条件のもとで「在庫の維持に必要な費用」，いいかえれば「在庫形成に費
される対象化された労働または生きた労働」 29)は「生産物すなわち使用価値
そのものの維持」に必要な労働にほかならない。 80) それは物質的生産を補足
するものとして商品の価値にはいるのである。そしてそのうち生きた労働，す
なわち保管労働は価値付加となり，剰余価値をうみだす。したがって，保管労
働は生産的労働である。ただし，上記のように，商品在庫が正常でないばあい
には，このことはあてはまらない。
3 商業労働と商品価格
われわれはつぎに『資本論』第2部第 1篇「資本の諸変態とその循環」第 6
章「流通費」第1節「純粋な流通費」と第3部第4篇「商品資本および貨幣資
本の商品取引資本および貨幣取引資本への転化（商人資本）」第17章「商業利
潤」のなかの商業労働にかんれんがあるマルクスの諸議論をとりあげることと
28) Ebenda, S. 149. 邦訳，同上， 18iペー ジ。
29) Ebenda, S. 149, 150. 邦訳，同上,181,182ペー ジ。
30) Ebenda, S. 141. 邦訳，同上， 171ペー ジ。 このことについてマルクスはつぎのよう
にのべている。「諸商品の価値がここで保存または増殖されるのは， ただ，使：用価値
すなわち生産物そのものが資本投下の必要な一定の対象的諸条件のもとに移され，ま
た使用価値に追加労働を作用させる諸作業のもとにおかれるからにほかならない。」
(Ebenda. 邦訳，同上， 170-171ペー ジ。） : 
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するが，まずさいしょに，商業労働は不生産的労働であるという議論について
みる。
マルクスは， 「純粋な流通費」の考察において「売買期間」について論ずる
さいに， 「諸商品はその価値どおりに売買されるものと仮定されたのだから，
これらの過程でおこなわれるのは，ただ，一方の形態から他方の形態への，商
品形態から貨幣形態への，また貨幣形態から商品形態への，おなじ価値の転換
—ひとつの状態変化だけである」 81) とのべ， さらにこう書いている。一
「変態W-GとG-Wは，買手と売手とのあいだでおこなわれる取引であ
る。……状態の変化には時間と労働力が必要であるが，しかし，価値をつくり
だすために必要なのではなく，一方の形態から他方の形態への価値の転換をひ
きおこすために必要なのである。」 82)
「どんな事情のもとでも，このために費やされる時間は，転換される価値に
はなにもつけくわえない流通費である。それは価値を商品形態から貨幣形態に
移すために必要な費用である。資本家的商品生産者が流通担当者としてあらわ
れるかぎりでは，かれを直接的商品生産者から区別するものは，ただ，かれが
より大きな規模で売買し，したがってまたより広い範囲で流通担当者として機
能するということだけである。しかし，かれの事業の大きさが，かれにじぶん
の流通担当者を賃金労働者として買う（雇う）ことを強制しまたは可能にして
も，この現象には事実上変わりはないのである。労働力と労働時間とはある程
度までは流通過程（単なる形態転化であるかぎりでの）で支出されなければならな
い。しかし，それはこんどは追加的資本投下としてあらわれる。可変資本の一
部分は，このただ流通で機能するだけの労働力を買うことに投ぜられなければ
ならない。この資本前貸は生産物も価値もつくりださない。」 88)
31) Marx, Das Kapital, 2. Bd. Marx-Engels Werke, Bd, 24, S. 131. 邦訳，第24巻，
158ペー ジ。
32) Ebenda, S. 131-132. 邦訳，同上， 159ペー ジ。
33) Ebenda, S. 134-135. 邦訳，同一， 162-163ペー ジ。
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ここでマルクスは，ただ，商品流通における「おなじ価値」の，商品形態か
ら貨幣形態への，また貨幣形態から商品形態への転換だけを問題にしているの
である。こういう転換には多かれ少なかれ時間と労働力が必要であるが，これ
らは価値そのものをつくりだしはしないのである。そして価値の商品形態から
貨幣形態への転換において資本家的商品生産者が流通担当者としてあらわれて
も，またかれが流通担当者として賃金労働者を雇用しても，以上の事実に変わ
りはないのである。
おなじことは商人が独立の流通担当者としてあらわれる商業のばあいにもい
えるのであって，マルクスは商業労働についてつぎのようにのべている。「商
業労働は，資本が商人資本として機能するために，資本が商品の貨幣への転化
と貨幣の商品への転化を媒介するために，一般に必要な労働である。それは価
値を実現するが，しかしどんな価値も創造しない労働である。」 84)このように
商業労働はどんな価値も生産しないのであって，もちろん剰余価値も生産しな
いのである。それは不生産的労働である。なお，マルクスはこうした見地から
純粋に商業的な流通費についても論じているが，その議論はつぎのようなもの
である。 「純粋に商業的な流通費（したがって発送や運輸や保管などの費用をのぞい
て）は， 商品の価値を実現するために，この価値を商品から貨幣へであろうと
貨幣から商品へであろうと転化させるために，商品の交換を媒介するために，
必要な費用に帰着する。」「われわれがここで考察する費用は，買うことの費用
であり，売ることの費用である。すでにまえにものべたように，このような費
用は計算や簿記や市場操作や通信などに帰着する。そのために必要な不変資本
は，事務所や紙や郵便料金などからなっている。その他の費用は，商業賃金労
働者の使用に前貸しされる可変資本に帰着する。••…•これらいっさいの費用
は，商品の使用価値の生産に費やされるのではなく，商品の価値の実現に費や
34) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Maか EngelsWerke, Bd., 25, S. 308-309. 邦訳，第
25巻， 372ページ。
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されるのである。」 35)これによってあきらかなように，純粋に商業的な流通費
は価値を生産しないし剰余価値も生産しない。それは不生産的な空費である。
しかし，そういうわけで商業労働または純粋に商業的な流通費が不生産的な
ものであるとしても，それが商品の販売価格にたいしてどのような関係をもつ
かという問題は，まだかならずしもあきらかではない。そこでわれわれはひき
つづいてこの問題にかんするマルクスの議論を検討するつもりであるが，その
まえに商業利潤の問題にふれておかなければならない。
前述のように，マルクスは商人を単なる流通担当者とかんがえる。だから，
商人によって直接に商品の売買に前貸される資本，つまり商人資本は価値も剰
余価値も生産しないということになる。それにもかかわらず，商人資本は商品
価値を実現するという機能にたいして平均利潤を取得するが，この平均利潤は
生産的資本の総体が生みだす剰余価値によって規定される。それはこの剰余価
値の一部分にほかならない。そこで「どのようにして商人資本は，生産的資本
が生みだした剰余価値または利潤のうちからじぶんのものになる部分をじぶん
に引きよせるか」 36)ということが問題となる。
そしてマルクスはこの問題をつぎのような数字例をもって説明している。
「1年間に前貸しされる産業資本の総額は 720c+180v= 900 (単位はたとえば
100万ボンド）で， m'は100彩だとしよう。そうすれば，生産物は 720c+180v
+180mである。つぎにこの生産物または生産された商品資本をWとすれば，
Wの価値または生産価格 （というのは両者は諸商品の総計については一致するのだか
ら）は1080であって，総資本900については利潤率は20彩である。この20彩は，
まえにのべたところによれば，平均利潤率である。なぜならば，ここでは剰余
価値は，別々な構成をもつあれこれの資本にたいしてではなく，平均構成をも
つ総産業資本にたいして計算されているからである。だから， Wは1080で，利
潤率は20%なのである。ところで，この900ボンドの産業資本のほかになお100
35) Ebenda, S. 299, 800. 邦，訳，同．上， 361,861-362ペー ジ。
36) Ebenda, S. 293. 邦訳，同上， 353ペー ジ。
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ポンドの商人資本が加わって，これもその大きさに比例して産業資本とおなじ
利潤の分前をえると仮定しよう。前提によれば，この商人資本は総資本1000の
1/10である。そこで，商人資本は 1/10の割合で総剰余価値180の分前にあずか
り，したがって18彩という率の利潤を手にいれる。だから，じっさいには，総
資本の残りの9/10のあいだに分けられる利潤はたった 162しかない。すなわ
ち， 900という資本にたいしてやはり1896である。だから， Wが産業資本900の
所有者たちによって商品取引業者に売られる価格は 720c + 180 v+162 m= 
1062である。そこで，商人がじぶんの資本100に18彩の平均利潤をつけると
すれば，かれは諸商品を 1062+18=1080で，すなわち諸商品の生産価格で，
または総商品資本をみればその価値で，売ることになる。といっても，かれは
かれの利潤をただ流通のなかでかつ流通によってあげるのであり，ただかれの
購買価格をこえるかれの販売価格の超過によってあげるのであるが。しかし，
それにもかかわらず，かれはそれらの商品を価値よりも高く，または生産価格
よりも高く，売るのではない。なぜならば，かれはそれらの商品を価値よりも
安<' または生産価格よりも安<, 産業資本家から買ったのだから。 こうし
て，商人資本は，それが総資本のなかにしめる割合に比例して，一般的利潤率
の形成に規定的に参加するのである。」 87)
この数字例ではマルクスは「商品を買ってからそれを売るまでに追加費用
（流通費）が商品にはいること」がないと想定して， 商人は諸商品を生産価格
で販売するということ，しかしかれはこれよりも安い「かれの購買価格をこえ
る販売価格の超過」によって商業利潤を取得するということをあきらかにして
いる。しかし追加費用として純粋に商業的な流通費が存在するばあいには，商
品の販売価格はいったいどうなるのであろうか。これが当面の問題である。こ
れにかんしては，マルクスが各種の流通費と商品の販売価格との関係について
論じ，純粋に商業的な流通費のばあいの問題に論及しているつぎのような文章
37) Ebenda, S. 295-296. 邦訳，同上， 356-357ページ。
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が注目される。「このような流通費がどんな種類のものであろうとも，すなわ
ち，純粋に商人的な業務そのものから生ずるもので商人の独自な流通費に属す
るものであろうと，または，補足的な，流通過程のなかで加わってくる生産過
程， たとえば発送や運輸や保管などから生ずる費目をあらわすものであろう
と，とにかくこのような流通費は，商人の側で，商品購入に前貸しされた貨幣
資本のほかに，つねに，これらの流通手段の購入や支払に前貸しされた追加資
本を前提する。この費用要素は，流動資本からなっているかぎりでは全部が，
固定資本からなっているかぎりではその損耗の程度におうじて，追加要素とし
て商品の販売価格にはいる。そして，純粋に商業的な流通費のように，商品の
現実の価値追加分を形成しないばあいにも，名目的な価値を形成する要素とし
て商品の販売価格にはいる。 しかし，流動資本であろうと固定資本であろう
と，この追加資本全体が一般的利潤率の形成に参加するのである。」 88)
これによってみれば，純粋に商業的な流通費は，商品の現実の価値追加分を
形成しはしないが， 「名目的な価値を形成する要素として商品の販売価格には
いる」 ことになる。そして， そういう流通費のために前貸される追加資本も
「一般的利潤率の形成」に参加する。ただしそれは生産的資本の全体が生みだ
した剰余価値の一部分を利潤としてうけとるにすぎないのである。
こうした関係はかなりいりくんでいて複雑なようにみえる。しかしマルクス
がそれをきわめてかんたんな数字例で説明している文章がみいだされる。この
数字例は前掲の商業利潤にかんする数字例のつづきをなすものであって，つぎ
のとおりである。 「このばあい〔商業の流通費の存在するばあい〕には事柄は
つぎのようにあらわれる。すなわち，商人はこのような費用が存在しないばあ
い必要であろうよりも多くの資本を前貸しするのであり，また，この追加資本
にたいする利潤は商業利潤の総額を大きくし，したがって，より大きな量の商
人資本が産業資本といっしょに平均利潤の平均化に加わってきて平均利潤が下
38) Ebenda, S. 299. 邦訳，同上， 361ページ。
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がるのである。前掲の例で商人資本100のほかにさらに追加資本50が問題の費
用のために前貸しされるとすれば， こんどは総剰余価値180が，生産的資本900
プラス商人資本150,合計 1050に配分されることになる。そこで，平均利潤率
は 17%5qるに下がる。産業資本家は商品を商人に 900+ 154% = 1054%で売り，
そして商人はそれを 1130(1080+50-—この50はかれがふたたび補填しなければなら
ない費用）で売る。」 39)
ところで， この数字例を前掲の商業利潤にかんする数字例とくらべてみる
と， 総剰余価値 180は変わらないのに，商業の流通費のために前貸された資本
50が追加されているから，利潤率は18%から17%Jlるに下がるが，他方，商人の
販売価格は1080から1130に高くなっている。つまり， その販売価格は生産価格
をこえているのである。そしてこの超過分によって上記の追加資本50が補填さ
れるのである。 40)
このように，商業の流通費に投ぜられた追加資本を補填するために，商品の
販売価格が生産価格をこえて高められることになるのであるが， この超過分は
商品の購買者によって負担されるであろう。 このことは一見するとマルクス
がある個所で商業の流通費についてのべているつぎのような議論と矛盾してい
．．．．．．・・・....ただ商品の形態転化だけから生ずる流通るようにみえる。 「一般的な法則は，
，???
•な? ?? ?•V ? ?•つ． ?． ?? ?? ?
? ?
? ?? ?? ?? ?? ?? ?． ?
値を実現するための，
費用でしかない。
ということである。それは， ただ価
または価値をひとつの形態から別の形態に移すための，
この費用に投ぜられる資本（これによって指揮される労働をふく
めて）は，資本主義的生産の空費に属する。 それの補瓶は剰余生産物のうちか
39) Ebenda, S. 303. 邦訳，同上， 365-366ペー ジ。
40)マルクスは後段において「直接に商品の売買に投ぜられる総商人資本」 をB,「この
機能に消費される不変資本」をK,「商業的補助労働者への支払いに投ぜられる可変資
本」をbとし，これらの記号をもちいて上記のような関係をくわしく論じている。そ
の誂論はいりくんでいるが，論旨は終始一貫している。 (Vgl. ebenda, S. 307-309. 
邦訳，同上， 370-373ペー ジ。）
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らなされなければならない。そして，資本家階級全体についてみれば，剰余価
値または剰余生産物からの控除をなすのである。」 41)しかしこの控除について
は以下のようにかんがえることができるであろう。上述のようにして，商品の
販売価格が生産価格をこえるばあいには，そうでないばあいにくらべて，その
商品が生産手段であれば産業資本家の利潤が減少し，その商品が生活手段であ
れば賃金労働者の購買量が減少する。しかし，労働力の価値を規定する基礎と
なる賃金労働者の必要生活手段の範囲が不変であるという想定のもとでは，か
ならず賃金が上昇するにちがいないから，その結果，産業資本家の利潤が減少
する。こうして，商品の販売価格が生産価格をこえる超過分だけ産業資本家の
利潤が減少することになるが，このことは社会的再生産過程に生ずるつぎのよ
うな変化を反映しているのである。すなわち，商業の流通費は不生産的な空費
であるから，それに投ぜられた資本は現実に「社会的生産物のうちから補填さ
れなければならない」。 42)しかしそのために生産的資本に転化しうべき剰余価
値または剰余生産物は減少しているのである。
4 サービス労働と国民所得の問題
ここにサービス労働というのはサービスを提供する労働をかんたんにいいあ
らわしたものであるが，マルクスが物質的生産の立場からそういうサービス労
働を不生産的労働とみなしていることは，すでにみたとおりである。しかし，
念のために，ゎれわれは，マルクスが「剰余価値学説史」のなかでサービス労
働についてのべているいろいろの文章のうちから適当なものを引用し，かんた
んな注釈をのべておく。すなわち，ー一
「劇場，音楽会，娼家，等々の企業者は，俳優，音楽家，娼婦たちの労働能
力にたいする一時的な処分権を買う。…•••かれは，その「サービスがそれの遂
41) Marx, Das Kapital, 2. Bd. Maか Engels,Werke, Bd. 24, S. 150. 邦訳，第24
， 巻， 182ページ。
42) V gl. ebenda, S. 140. 邦訳， 170ペー ジ。
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行の瞬間に消えさり』，そして『ある永続的な」 （特定の，．ともいうべき） 『対象
または販売しうる商品」 （かれらししん以外の）に固定されたり実現されたりし
ないような，これらのいわゆる『不生産的労働」を買う。これの公衆への販売
はかれに賃金と利潤を回収させる。そして，こんなふうiビしてかれが買ったこ
のサービスが，かれをして，ふたたびそれの購買を可能にさせるのである。す
なわち，このサービスそのものによって，それに支払われるフォンドが更新さ
れるのである。」 48)
俳優，音楽家，娼婦などの労働は，かれらの顧客にとって有用なサービスを
提供しても，物質的生産物を生産しない。かれらが企業者のために働らくとき
には，その労働はかれに賃金と利潤を回収させる。こうしてかれらのサービス
労働は企業者が利潤を取得するのにやくだつけれども，，•それじしん剰余価値を
生産するものではない。だから，それは不生産的労働である。そしてその他の
いろいろなサービス労働もおなじである。 ' .'.'. 
さて，上述のように，サービス労働は物質的生産物を生産しないし剰余価値
も生産しないので，不生産的労働なのであるが，そうであるとすれば，それは
いわゆる国民所得を生産しないということになるであろう．，われわれはこのこ
とにかんれんしてついでに国民所得の問題にふれておくこととする。マルクス
はまだ国民所得という現代の慣用語をほとんどつかっていない。しかし事実上
それにかかわりのある諸議論をしばしばのべているo.'ここでは，とくに「剰余
価値学説史』のなかから，そういうかれの議論をしめす三つの文章を順番に引
用して，若干の補足的な解説をつけくわえておこう。
(1) 「資本が生産全体を征服しているということ一一したがって，商品（単
なる使用価値とは区別されるべきもの）が， この商品の生産のための生産条件をみ
ずから所有する労働者によってはもはや生産されないということ—を前提す
れば， つまりただ資本家だけが（労働能力と、いうた!ef.ひとつの商品をのぞいて）諸
43) Marx, Theorien, 1. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 1. Teil, S. 136. 邦訳，第
26巻，第 1分冊， 179ページ。 • ,'_'.(,.:ii ・
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商品の生産者であるということを前提すれば，収入は，資本家のみが生産し販
売する諸商品と交換されるか，さもなければ， そうした諸商品とおなじよう
に，消費されるために，つまり，単にその素材的規定性，その使用価値のゆえ
に，それらがその素材的規定性において買手や消費者にあたえるサービスのゆ.... 
えに，買われる諸労働と交換されるかの，どちらかでなければならない。こう
したサービスの生産者にとっては，これらのサービス提供が商品なのである。
それらは，一定の使用価値（想像的または現実的）と一定の交換価値をもってい
る。しかし，買手にとっては， こうしたサービスは，単なる使用価値，かれが
じぶんの収入をそれに消費する対象にすぎない。これらの不生産的労働者は，
収入（賃金と利潤）にたいするかれらの分前，すなわち生産的労働によって生産
された諸商品にたいずるかれらの分前を，無償でうけとるわけではない。かれ
らはそれらにたいするじぶんの分前を買わなければならない。けれども，かれ
らは，それらの生産とはなんの関係もないのである。しかし，．どんな事情のも
とでも，あきらかなととは，収入（賃金と利潤）のうち，資本によって生産され
る諸商品に支出される部分が多ければ多いほど，不生産的労働者のサービス提
供に支出されうる部分は，それだけ少なくなり，そして逆のばあいには逆であ
る，ということである9。」 44)
これによれば，ただ資本家だけが諸商品を生産するという前提のもとでは，
収入（賃金と利潤）は，その諸商品と交換されるか，そうでなければサービス労
働と交換される。サービス労働者はサービスを提供して，そのかわりに「収入
（賃金と利潤）にたいするかれらの分前，すなわち生産的労働によって生産され
た諸商品にたいするかれらの分前」をうけとる。いいかえれば，価値生産物
(= V +m)の一部分をうけとるのである。 この価値生産物は単純再生産にお
いてはすべて生活手段からなるが，サービス労働者はその一部分を食いつぶし
て生活するわけである。物質的生産の立場からは，生産的労働者が生産する価
44) Ebenda, S. 128. 邦訳，同上， 168-169ペー ジ。
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値生産物が国民所得を形成するとかんがえられる。 45)もちろんサービス労働
者はその生産とはなんの関係もないのである。
(2) 「どの瞬間にも，市場には，小麦や肉などとならんで，娼婦，弁護士，
牧師，音楽会，劇場，兵士，政治家などもみいだされないであろうか。これら
の男女は，穀物やその他の生活必需品または享楽品を無償では手にいれない。
かれらはそれと交換にかれらのサービスをあたえるかまたは押しつけるのであ
るが，かれらのサービスは，このようなサービスとして使用価値をもち，また
その生産費の結果として交換価値をもつのである。消費しうる品目のうちにい
れられるものには，どの瞬間にも，物の形で存在している消費しうる品目とな
らんで，ある量のサービスとして消量しうる品目がある。したがって，消量し
うる品目の総量は，どの瞬間にも，消費しうるサービスがないばあいのそれよ
りも大きい。また第2に，価値もより大きい。なぜならば，それは，これらの
サービスがうけとる諸商品の価値にひとしく，またサービスそのものの価値に
ひとしいからである。けだし，このばあいには，商品と商品との交換のすべて
のばあいとおなじように，等価物にたいして等価物があたえられるのであり，
したがって， おなじ価値が二重に， いちどは買手の側に， いちどは売手の側
に，存在するからである。」 46)
このように，消費しうる品目の総量は「物の形で存在している消費しうる品
目」と「サービスとして消費しうる品目」とからなる。したがって，その総量
の価値は二種の品目のうちの前の品目の価値よりも大きい。しかし単純再生産
においては前の品目の価値だけが価値生産物にひとしく，したがって国民所得
をあらわしているが，後の品目の価値はそうでない。それにもかかわらず，両
者の価値が国民所得をあらわしているとかんがえるならば，いわゆる二重計算
45)そうすると，独立の手工業者や農民の生産物は国民所得のなかにふくまれないことと
なる。しかし国民所得にかんする現実的な問題においてはかれらの生産物が考慮にい
れられなければならないであろう。
46) Marx, a. a. 0., S. 138-139. 邦訳，同上， 182ペー ジ。
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をおかすことになる。なぜならば，「サービスがうけとる諸商品の価値」と「サ
ービスそのものの価値」とが同時に国民所得のなかに計上されるからである。
こうして，価値生産物が増加しなくても，サービスの価値が増加すれば，国民
所得は名目的に増大することとなるのである。 4'1)
(3) 「産業の生産性が発達したために，直接に物質的生産に参加するもの
は，前には人口の％であったのが，いまでは1/sにすぎない，としよう。前には
％が％のための生活手段を供給したが，いまでは％が％のために供給する。前
には，純収入（労働者の収入と区別しての）は1/3であったが，いまでは％である。
〔階級〕対立がないとすれば，国民は，直接的生産のために，前にはかれらの
時間の％を要したのに，いまでは1/sを要するであろう。均等に割りあてられれ
ば， あらゆる人々が不生産的労働や余暇のために％の剰余時間をもつであろ
う。しかし，資本主義的生産においては，すべてが対立的にあらわれ，またす
べてが対立的である。人口が停滞的であるという予想はいらない。けだし，％
が増加すれば， 1/sも増加するであろう。こうして，数量的にみればますます多
数の人間が生産的労働に雇用されうるであろう。しかし，相対的には，全人口
にたいする比率からみれば，それはつねにこれまでよりも50彩だけ少ないであ
ろう。ところで，この％は，一部は利潤や地代の所有者たちから，一部は不生
産的労働者たち （これらも競争のために悪い支払をうけている） からなりたってい
る。その後者は，前者といっしょに収入を食いつぶし，そして前者にこれにた
いする等価をサービスであたえるか，または政治上の不生産的労働者のように
それを押しつけるのである。召使連中，兵士，水夫，警官，下級官吏など，
妾，馬丁，道化師および手品師は例外として，ー一これらの不生産的労働者た
ちは，だいたい，従来の不生産的労働者よりも高い教養段階にあり，またとく
47)資本主義諸国の国民所得の統計においては上記のような二重計算がおこなわれてい
る。価値生産物のほかにサービスの価値をも国民所得とみなすかどうかは国民所得の
定義の問題であるかもしれない。しかし両者のあいだの根本的な差異を否定すること
はできない。
106 
マルクスの生産的労働論についし（三谷） 195 
に，悪い支払をうけている芸術家，音楽家，弁護士，医師，学者，教師，発明
家なども増加した，とかんがえてよいであろう。」 48)
この議論の要点はこういうことである。労働生産性が向上し，一定量の生活
手段を生産するのに必要な労働量が以前にくらぺて50%だけ減少したとする。
階級対立のない社会で，すべての人々が物質的生産に参加しているばあいに
は，かれらの生活手段の生産のために前にはかれらの時間の％を要したとすれ
ば，いまでは％を要するにすぎないであろう。したがって，すべての人々が％
の剰余時間をもつようになり，これを不生産的労働や余暇に費やすことができ
るのである。しかし資本主義的生産においては階級対立のためにそういうふう
にはならない。 49)物質的生産に参加するものは，前には人口の％であった
が，いまでは％になっている。これらの人々は生活手段を生産する生産的労働
者である。人口の残りは％から％に増加しているが，これらの人々は，資本家
や地主のほかに，ただサービスを提供するにすぎない不生産的労働者からなり
たっており，後者は前者とともに，生産的労働者が生産する価値生産物，つま
り国民所得を食いつぶして生活している。もちろんこれは単純再生産などいろ
いろな単純化の仮定にもとづく抽象的な議論であって，その数字例もひとつの
仮設例にすぎない。しかし労働生産性が向上するにつれて不生産的労働者がま
すます増加するということは現実の傾向であった。そしてそれは資本主義的生
産が発展して独占段階にはいってから顕著になってきたのである。そのうえさ
いきんには先進資本主義諸国においていわゆる第 3次部門が肥大化し，資本の
48) Marx, a. a. 0., S. 189-190. 邦訳，同上， 252-253ページ。
49)ここにマルクスの独自的な見解がみいだされる。かれは『資本論』のなかでもつぎの
ようにのべている。「社会のものになる絶対的な過剰時間は資本主義的生産にはなん
の関係もない。資本主義的生産にとって生産力の発展が重要なのは，ただそれが労働
者階級の剰余労働時間をふやすかぎりのことであって，それが物質的生産のための労
働時間一般を減らすからではないのである。このようにして資本主義的生産は対立の
なかで運動するのである。」 (Marx,Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 
25,S. 274. 邦訳，第25巻， 330ペー ジ。）
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立場からはなれてみるとけっして社会的に有用とはいえないような不生産的な
人々がいちじるしく増加しているが，これは資本主義の腐朽性をしめすもので
あろう。
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